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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第２四半期累計期間
第17期

第２四半期累計期間
第16期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年９月30日

自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

売上高 （千円） 294,837 311,333 737,165

経常利益 （千円） 57,070 63,388 202,175

四半期（当期）純利益 （千円） 42,934 49,116 150,230

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 138,101 148,571 143,601

発行済株式総数 （株） 4,926,000 5,123,000 5,036,000

純資産額 （千円） 985,287 1,122,352 1,103,583

総資産額 （千円） 1,057,170 1,186,403 1,211,977

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 8.97 9.68 30.84

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） 8.55 9.51 29.50

１株当たり配当額 （円） － － 8.00

自己資本比率 （％） 93.20 94.60 91.06

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 45,237 50,705 135,800

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △982 △6,366 △59,202

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 246,858 △30,452 257,475

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 927,151 983,997 970,110

 

回次
第16期

第２四半期会計期間
第17期

第２四半期会計期間

会計期間
自2018年７月１日
至2018年９月30日

自2019年７月１日
至2019年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 7.58 7.95

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

（1）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業の働き方改革による雇用・所得環境の改善や消費税増税前

の駆け込み需要等により、企業収益、個人消費が景気を下支えしました。一方、世界経済は、米中貿易摩擦を背

景に中国の経済成長の減速や日韓関係の悪化等により外需の減速が強まるなど、先行き不透明な状況が続いてお

ります。

当社が属する音声合成市場におきましては、電話自動応答システム、カーナビ、防災行政無線、スマートフォ

ン音声対話などの利用用途から、AI（人工知能）の品質向上によるPepperをはじめとしたコミュニケーションロ

ボット、コールセンターのオペレータ業務の自動化、車載器への対話システムなどの対話型利用用途へと変化し

ております。また、東京オリンピック、観光客の増加に伴う外国人への情報提供手段としての利用用途も見込ま

れており、堅調に推移しております。

音声合成市場には、多くのサービス事業、アプリケーションが投入され、競争が激化しており、より品質の高

い技術を投入するために研究開発費、製品開発費が増加する傾向にありますが、当社では今後更なる成長機会と

捉えて、「音声技術の応用サービス化を通して、音声技術の新しい文化を創出し、生活文化の向上に貢献するこ

と」に引き続き注力してまいります。

このような事業環境の中で、当第２四半期累計期間の音声合成事業は、法人向けサービスが順調に推移した結

果、売上高311,333千円（前年同期比5.6％増）、営業利益63,426千円（同8.6％減）、経常利益63,388千円（同

11.1％増）、四半期純利益49,116千円（同14.4％増）となりました。

なお、当社は音声合成事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりませんが、特性に

応じた３つの区分につきましては、法人向け製品販売155,642千円（前年同期比5.5％増）、法人向けサービス収

入111,981千円（同18.6％増）、コンシューマー向け製品販売43,710千円（同17.3％減）となりました。

また、当第２四半期会計期間末の資産合計は前事業年度末と比較して25,574千円減少し、1,186,403千円とな

りました。これは主に、現金及び預金が13,887千円増加したものの、売掛金が43,887千円減少したことによるも

のです。

当第２四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末と比較して44,343千円減少し、64,051千円となりまし

た。これは主に、賞与引当金が3,640千円増加したものの、未払法人税等が17,936千円、流動負債「その他」に

含まれる未払金が13,514千円、預り金が8,614千円、未払費用が6,829千円減少したことによるものです。

当第２四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末と比較して18,769千円増加し、1,122,352千円となり

ました。これは、新株予約権の行使による株式の発行により資本金が4,970千円、資本剰余金が4,970千円増加、

四半期純利益の計上により利益剰余金が49,116千円増加、配当金の支払いにより利益剰余金が40,287千円減少し

たことによるものです。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、983,997千円となりまし

た。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は、50,705千円となりました。これは主に、未払

金の減少額13,514千円、法人税等の支払額29,215千円等があった一方、売上債権の減少額43,887千円、税引前四

半期純利益63,388千円の計上があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において投資活動により支出した資金は、6,366千円となりました。これは主に建物附属

設備等の有形固定資産の取得による支出によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において財務活動により支出した資金は、30,452千円となりました。これは主に配当金

の支払額40,000千円によるものです。

 

（3）経営方針・経営戦略等

当第２四半期累計期間において、当社の経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、53,366千円であります。なお、当第２四半期累計期間

において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,123,000 5,123,000
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数

100株

計 5,123,000 5,123,000 － －

（注）提出日現在の発行数には、2019年11月１日からこの四半期報告書日までの新株予約権の権利行使により発行され

た株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2019年７月１日～

2019年９月30日

（注）

84,000 5,123,000 4,820 148,571 4,820 118,370

(注）新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

吉田　大介 兵庫県神戸市垂水区 1,262 24.63

廣飯　伸一 千葉県浦安市 880 17.18

株式会社ソルクシーズ 東京都港区芝５丁目33-７ 350 6.83

吉田　大志 千葉県市川市 255 4.98

平井　啓之 奈良県奈良市 240 4.68

亀井　佳代 兵庫県神戸市垂水区 145 2.83

資産管理サービス信託銀行株式会社

（証券投資信託口）

東京都中央区晴海１丁目８-12 晴海アイ

ランドトリトンスクエアオフィスタワー

Ｚ棟

119 2.32

ＴＩＳ株式会社 東京都新宿区西新宿８丁目17-１ 100 1.95

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６-１ 65 1.28

吉田　昭 静岡県富士宮市 48 0.94

計 － 3,464 67.63

（注）上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口）　119,000株

 

（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,120,700 51,207 －

単元未満株式 普通株式 2,300 － －

発行済株式総数  5,123,000 － －

総株主の議決権  － 51,207 －

（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式28株が含まれております。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2019年７月１日から2019年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 970,110 983,997

売掛金 130,749 86,862

仕掛品 1,118 36

原材料及び貯蔵品 647 1,532

その他 12,830 16,821

流動資産合計 1,115,456 1,089,251

固定資産   

有形固定資産 13,040 16,562

無形固定資産   

ソフトウエア 15,885 12,508

無形固定資産合計 15,885 12,508

投資その他の資産 67,595 68,080

固定資産合計 96,521 97,152

資産合計 1,211,977 1,186,403

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,717 2,550

リース債務 790 806

未払法人税等 35,969 18,033

前受収益 10,390 10,572

賞与引当金 - 3,640

その他 55,027 26,355

流動負債合計 105,894 61,959

固定負債   

リース債務 2,499 2,092

固定負債合計 2,499 2,092

負債合計 108,394 64,051

純資産の部   

株主資本   

資本金 143,601 148,571

資本剰余金 198,255 203,225

利益剰余金 761,809 770,637

自己株式 △82 △82

株主資本合計 1,103,583 1,122,352

純資産合計 1,103,583 1,122,352

負債純資産合計 1,211,977 1,186,403
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

売上高 294,837 311,333

売上原価 59,605 62,718

売上総利益 235,231 248,615

販売費及び一般管理費 ※ 165,841 ※ 185,188

営業利益 69,389 63,426

営業外収益   

受取利息及び配当金 4 5

講演料収入 101 20

営業外収益合計 106 25

営業外費用   

支払利息 79 64

為替差損 38 -

株式交付費 2,922 -

株式公開費用 9,385 -

営業外費用合計 12,425 64

経常利益 57,070 63,388

特別損失   

固定資産除却損 － 0

特別損失合計 － 0

税引前四半期純利益 57,070 63,388

法人税、住民税及び事業税 13,541 15,129

法人税等調整額 594 △857

法人税等合計 14,135 14,271

四半期純利益 42,934 49,116
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 57,070 63,388

減価償却費 7,353 6,240

受取利息及び受取配当金 △4 △5

支払利息 79 64

固定資産除却損 - 0

株式交付費 2,922 -

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,001 3,640

売上債権の増減額（△は増加） 21,455 43,887

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,429 196

仕入債務の増減額（△は減少） △9,352 △1,166

未払金の増減額（△は減少） △16,031 △13,514

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減少） 3,629 △3,848

前受収益の増減額（△は減少） 2,546 181

長期前受収益の増減額（△は減少） △622 -

その他 △4,722 △19,083

小計 64,896 79,979

利息及び配当金の受取額 4 5

利息の支払額 △79 △64

法人税等の支払額 △19,583 △29,215

営業活動によるキャッシュ・フロー 45,237 50,705

投資活動によるキャッシュ・フロー   

出資金の回収による収入 - 20

有形固定資産の取得による支出 △182 △5,686

無形固定資産の取得による支出 △800 △699

投資活動によるキャッシュ・フロー △982 △6,366

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 185,677 -

新株予約権の行使による株式の発行による収入 - 9,940

自己株式の処分による収入 61,640 -

配当金の支払額 - △40,000

自己株式の取得による支出 △83 -

リース債務の返済による支出 △375 △391

財務活動によるキャッシュ・フロー 246,858 △30,452

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 291,113 13,886

現金及び現金同等物の期首残高 636,037 970,110

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 927,151 ※ 983,997
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前第２四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

役員報酬 23,400千円 23,700千円

給料及び手当 38,394 40,272

賞与引当金繰入額 1,491 1,672

研究開発費 44,047 53,366

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
　前第２四半期累計期間
　（自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日）

　当第２四半期累計期間
　（自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日）

現金及び預金勘定 927,151千円 983,997千円

現金及び現金同等物 927,151 983,997
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2018年６月27日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。上場にあたり、2018年６

月26日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行120,000株

及び自己株式の処分67,000株により、資本金が55,200千円、資本剰余金が113,490千円増加し、自己株式が

3,350千円減少しております。

また、当社は、2018年７月27日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連

した第三者割当増資による新株式の発行により、普通株式が85,000株増加し、資本金が39,100千円、資本剰余

金が39,100千円増加しております。

　この結果、当第２四半期会計期間末において資本金138,101千円、資本剰余金192,755千円となっておりま

す。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 40,287 8 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は音声合成事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 8円97銭 9円68銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 42,934 49,116

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 42,934 49,116

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,783 5,074

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 8円55銭 9円51銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 239 87

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概要

 

－

 

 

－

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年11月11日

株式会社エーアイ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　義仁　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 前田　啓　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エーア

イの2019年４月１日から2020年３月31日までの第17期事業年度の第２四半期会計期間（2019年７月１日から2019年９月30

日まで）及び第２四半期累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期

貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エーアイの2019年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 

以　上

 

（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２.ⅩＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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